
JP 2008-517703 A 2008.5.29

10

(57)【要約】
　腹腔鏡手術用モニター装置であって、内視鏡としての
腹腔鏡部にて撮影されてから腹腔鏡用モニターに映し出
される映像画面について、画面回転操作部を用いた施術
者の回転要求に基づき、制御装置が時計回り方向及び反
時計回り方向に回転させることで、施術者自身が腹腔鏡
用モニターを通して見る手術装備について、施術者自身
が実際に手術装備を操作する上で、最も楽な方向に配置
する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　腹腔鏡手術用モニターにおいて、内視鏡である腹腔鏡部と、複数台の腹腔鏡用モニター
と、複数の画面回転操作部と、制御装置とを備えてなり、
　前記制御装置は、複数個の画面回転操作部のうちの少なくとも一つの画面回転操作部を
用いた施術者の回転要求に基づき、前記腹腔鏡部によって撮影されてから複数台の腹腔鏡
用モニターのそれぞれに映し出される映像画面のうち、前記回転要求のなされた映像画面
について、時計回り方向及び反時計回り方向に回転するように制御することにより、施術
者自身が腹腔鏡用モニターを通して見る手術装備のイメージについて、施術者自身が実際
に手術装備を操作するのが最も楽な方向に配置することができることを特徴とする腹腔鏡
手術用モニター装置。
【請求項２】
　前記制御装置は、
　前記腹腔鏡用モニターを、時計回り方向及び反時計回り方向に回転させる駆動モーター
と、
　前記駆動モータを回転駆動するモーター駆動部と、
　画面回転操作部からの回転要求に基づいて前記モーター駆動部を駆動制御する制御部と
、からなることを特徴とする請求項１に記載の腹腔鏡手術用モニター装置。
【請求項３】
　前記制御装置は、
　前記腹腔鏡部にて撮影された映像を処理するにあたり、所定の画面回転角度の制御に基
づいて、撮影映像を回転させて出力する画像処理部と、
　前記が面回転操作部からの回転要求に対応する画面回転角度の制御情報を画像処理部に
印加し、前記画像処理部の出力を映し出すように制御する制御部と、からなるこを特徴と
する請求項１に記載の腹腔鏡手術用モニター装置。
【請求項４】
　前記腹腔鏡用モニターが内蔵して設けられ、前面に円形状の開口窓を有する保護箱を、
さらに備えることを特徴とする請求項２に記載の腹腔鏡手術用モニター装置。
【請求項５】
　前記制御部は、腹腔鏡用モニターの画面上に、円形状の有効可視窓を形成させ、この有
効可視窓に、対応する映像が表示されるように制御することを特徴とする請求項３に記載
の腹腔鏡手術用モニター装置。
【請求項６】
　前記制御装置がコンソールボックスの形態で構成されることを特徴とする請求項３に記
載の腹腔鏡手術用モニター装置。
【請求項７】
　内視鏡である腹腔鏡部を備えた腹腔鏡手術用モニター装置において、
　前記腹腔鏡部にて撮影された映像を表示する複数台のフラットパネル型腹腔鏡用モニタ
ーを、手術台の周辺に設置した複数のアームにそれぞれ設置し、各フラットパネル型モニ
ターの裏面側に駆動モーターをそれぞれ装着し、複数の施術者のそれぞれに割り当てられ
たモニター回転操作部を用いた施術者のモニター回転操作にしたがい、制御装置が対応す
る駆動モーターを駆動することで、対応する腹腔鏡用モニターを駆動させて時計回り方向
及び反時計回り方向に回転させるように構成されたことを特徴とする腹腔鏡手術用モニタ
ー装置。
【請求項８】
　内視鏡である腹腔鏡部と、複数台の腹腔鏡用モニターと、複数個の画面回転操作部と、
制御装置を含んでなる腹腔鏡用モニター装置にて、前記腹腔鏡部により撮影された映像画
面を腹腔鏡用モニターに表示する方法であって、
　前記複数の腹腔鏡用モニターのそれぞれに表示される映像画面について、複数個の画面
回転操作部のうちの、少なくとも一つの画面回転操作部を用いた施術者の回転要求がある
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か否かを前記制御装置がチェックする過程と、
　前記回転要求が存在することに応じて、前記制御装置が、複数台の腹腔鏡用モニターの
うち、回転要求のあった画面操作部に対応する腹腔鏡用モニターに表示する映像画面につ
いて、回転角度制御情報に基づき、時計回り方向または反時計回り方向に回転するように
制御することで、施術者自身が腹腔鏡用モニターを通して見る手術装備のイメージと施術
者本人の実際の手術装備の方向が互いに類似または一致するようにする過程からなること
を特徴とする表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療装置に係り、特には、腹腔鏡手術のための医療装置の改善に関する。
【背景技術】
【０００２】
　腹腔鏡手術は、ヘソ部位に１ｃｍ程度の穴をあけ、腹の中を覗く内視鏡である腹腔鏡を
入れて手術する先端的な手術方法の一つであり、今後大きく発展すると期待される分野で
ある。
【０００３】
　最近の腹腔鏡は、コンピューターチップが装着され、肉眼で見る場合よりも、より鮮明
で拡大された映像を得ることができる。また、モニターを通して画面を見ながら、特別に
考案された腹腔鏡用手術器具を用いるならば、いかなる手術も可能であるほどに発展して
いる。
【０００４】
　さらには、腹腔鏡手術であると、その手術の範囲が開腹手術とほぼ同一でありながら、
開腹手術に比べて合併症が少なく、手術後に格段に早期に治療を開始できる。また、手術
患者の体力や免疫機能を維持させる能力が、開腹手術よりも優れているので、先々まで考
えるならば、癌の再発率も低くすることができる。このため、米国やヨーロッパ等では、
大腸がんの治療などにおいては腹腔鏡切除手術が、次第に標準手術として認識される趨勢
にある。
【０００５】
　しかしながら腹腔鏡手術は、施術自体が既存の開腹手術に比べて難しいのが事実である
。難しい理由としては、慣れ親しんでいない腹腔鏡用手術器具、２次元的な映像及び鏡像
（mirror image）、並びに、直接手で触って手術をすることができないという点などがあ
る。
【特許文献１】米国特許出願公開US2002/0032365
【特許文献２】米国特許5351676
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、本発明は、腹腔鏡手術時に、腹腔鏡用モニターを見ながら手術することに
伴う困難を解消することのできる腹腔鏡用モニター装置及びそのディスプレイ方法を提供
しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的に沿って、本発明では、腹腔鏡手術用モニター装置において、内視鏡である腹
腔鏡部にて撮影されてから腹腔鏡用モニターに映し出される映像画面について、画面回転
操作部を用いた施術者の回転要求に基づき、制御装置が時計回り方向及び反時計回り方向
に回転させることにより、施術者本人が腹腔鏡用モニターを通してみる手術装備のイメー
ジについて、施術者本人が実際の手術装備を操作する上で最も楽な方向に配置されるよう
にする。
【発明の効果】
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【０００８】
　複数の施術者が腹腔鏡用モニターによる画面を見ながら腹腔鏡手術を行うのに伴う、手
術の困難さを、モニター画面の回転制御によって解消できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明の好ましい実施例について、添付の図面を参照して説明する。これら図面
において、同一の構成要素には、なるべく同一の符号を付すようにしている。なお、本発
明の要旨をぼやけさせるような、公知の機能及び構成についての詳細な説明は省略するも
のとする。
【００１０】
　腹腔鏡手術時の困難の一つは、腹腔鏡用モニターの画面を見ながら、特別に考案された
腹腔鏡用手術器具を用いて手術を行わなければらないことである。
【００１１】
　図１の一例のように、一台の腹腔鏡用モニター100が設けられたならば、内視鏡である
腹腔鏡102を挿入した位置によって、モニターの画面映像が、異なって表れる。通常、施
術者の側にて腹腔鏡を挿入するのだが、このとき、施術者104は、主として向かい側に配
置された腹腔鏡用モニター100上に映し出される画面を見ながら、正常に手術を行うこと
ができる。しかし、施術者104とは異なる側にいる補助施術者ら106,108は、体をよじって
モニター画面を見なければならないという不便がある。また、腹腔鏡用モニター上に映し
出される補助手術者106,108の手術器具の位置が、モニター画面の上部側または左右側に
あるので、このようなモニター画面を見ながら手術を行うのに難儀する。
【００１２】
　腹腔鏡用モニターを図１のように１台でなく２台または３台設置し、三角の構図で配置
するならば、主施術者及び補助施術者の全員が、体をよじらずとも、向かい側にそれぞれ
配置されたモニターの画面を見ながら、施術を行うことができるので、とても便利である
。しかし、依然として、腹腔鏡用モニター上に映し出される補助施術者の手術器具の位置
は、実際の自分の手及び器具の方向とは異なって現れる場合が多い。すなわち、上下また
は左右が逆になった映像として現れる場合が多いので、補助手術者が画面を見ながら作業
をするのが容易でない。そのため、熟達した手技を発揮するためには多くの経験が必要で
あり、初心者はもとより、ある程度の熟練者であっても、腹腔鏡手術に参加するのは、実
際上難しかった。したがって、成功裏に腹腔鏡手術を行うためには、熟達した助手（補助
施術者）を含めて、いわゆる「腹腔鏡手術チーム」を構成することが、重要な準備作業と
されている。
【００１３】
　補助手術者は、モニター画面の上部または左右側部に位置するので、補助施術者はモニ
ター画面を見ながら手術を行うのが容易でないのである。
【００１４】
　本発明の実施例においては、腹腔鏡手術時に、施術者及び補助施術者の全員が手術を行
うのに容易なモニター画面を視覚的に提供するようにしている。
【００１５】
　そのため、本発明においては、内視鏡である腹腔鏡部にて撮影されてから腹腔鏡用モニ
ターに映し出される映像画面について、画面回転操作部を用いた施術者の回転要求に基づ
き、制御装置が時計回り方向及び反時計回り方向に回転させることで、施術者自身が腹腔
鏡用モニターを通してみる手術装備のイメージについて、施術者自身が実際に手術装備を
操作するのにあたり最も操作しやすい方向に配置されるようにする。
【００１６】
　本発明において、制御装置における腹腔鏡手術の映像画面を制御する方法は、腹腔鏡用
モニターのそれぞれに映し出される映像画面について、複数の画面回転操作部のうち、少
なくとも一つの画面回転操作部を用いた回転要求があるかどうかをチェックするステップ
と、この回転要求の存在にしたがって複数の腹腔鏡用モニターのうちの回転要求があった
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画面操作部に対応する腹腔鏡用モニターに映し出される映像画面について、回転角度制御
情報に基づいて時計回り方向及び反時計回り方向に回転するように制御することで、施術
者自身が腹腔鏡用モニターを通してみる手術装備のイメージと、施術者自身の実際の手術
装備の方向が互いに類似するようにするステップとからなる。
【００１７】
　本発明に基づいて腹腔鏡用モニターに映し出される映像画面を時計回り方向及び反時計
回り方向に回転制御する方式は、腹腔鏡用モニターを直接は移転させる方式（図２～６）
と、腹腔鏡用モニター上に映し出される映像を画像処理でもって回転させて映し出させる
方式（図７）とに大別される。
【００１８】
　まず、本発明に基づいて腹腔鏡用モニターを直接回転させる方式を図２～６を参照して
説明するならば下記のとおりである。
【００１９】
　図２及び図３は、本発明の一実施例による腹腔鏡手術用モニター装置を示す図であり、
図４は、本発明の一実施例による腹腔鏡手術用モニター装置のブロック構成図である。
【００２０】
　図２～４では、主施術者及び補助施術者が総勢３名で構成され、これに対応して腹腔鏡
用モニターも３台設置されるものとして図示し説明を行った。しかし、これは単なる例示
であり、本発明の範囲はこれに限定されない。主施術者及び補助施術者を２名以上で構成
することができ、また、腹腔鏡用モニターも2台以上設けることができるということは本
技術分野の通常の知識を有する者にとり自明である。
【００２１】
　まず、図２及び図３を参照するならば、手術台2の上に横たわっている患者4を中心に、
１名の主施術者6と２名の補助施術者8,10が三角形の構図で立って内視鏡である腹腔鏡部1
2と腹腔鏡用手術装備14,16を用いて手術を行っている。
【００２２】
　本発明の実施例においては、主施術者6と、補助施術者8,10が、前方にある自身の腹腔
鏡用モニター20a,20b,20cを見ながら施術することができるように、各施術者6,8,10の向
かい側に、腹腔鏡用モニター20a,20b,20cを設置する。各腹腔鏡用モニター20a,20b,20cの
背部に装着された各駆動モーター36a,36b,36cが腹腔鏡用モニターを時計回り方向または
反時計回り方向に回転できるようにすることで、施術者は、施術を行い易いモニター画面
映像でもって施術を行うことができる。
【００２３】
　腹腔鏡用モニター20a,20b,20cの時計回り方向または反時計回り方向の回転操作のため
には、各施術者6,8,10が立っている位置の床面には、対応する画面回転操作部22a,22b,22
cがそれぞれ設けられている。画面回転操作部22a,22b,22cは、左右にボタンを備えるフッ
トスイッチとして実現することができる。主施術者または補助施術者がフットスイッチの
右のボタンを踏んでいると自分の向かい側にある腹腔鏡用モニターが時計回りに徐々に回
転し、フットスイッチの左のボタンを踏んでいると自分の向かい側にある腹腔鏡用モニタ
ーが反時計回りに徐々に回転する。最大１８０°までの回転が可能である。
【００２４】
　本発明の一例においては、画面回転の調節にフットスイッチを用いたが、手または音声
によって操作するようにすることも可能であることが理解されるべきである。
【００２５】
　図２及び図３において、腹腔鏡部12及び画面回転操作部22a,22b,22cには、それぞれ導
線40,42が連結されている。各導線40,42は、図２及び図３で一部省略したが、制御装置（
図４の29）に連結される。腹腔鏡部12と制御装置29との間、及び、画面回転操作部22a,22
b,22cと制御装置29との間の連結は、導線の他にも近距離無線通信によっても実現するこ
とができるが、医療装備の信号かく乱が生じうるので、なるべく有線で連結するのが望ま
しい。
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【００２６】
　図４を参照するならば、制御装置29は、画像処理部30と制御部32を含む。腹腔鏡部12に
より撮影された映像は、導線40を伝い、制御装置29内の画像処理部20によって処理されて
から、制御部32に印加される。制御部32は、画像処理部30によって画像処理された信号を
各腹腔鏡用モニター20a,20b,20cに映し出されるように制御する。
【００２７】
　また、制御部32は、モニター回転操作部22a,22b,22cからのモニター回転操作制御信号
に基づき、対応するモーター駆動部34a,34b,34cを制御し、これら駆動部は、制御部32の
制御信号に応じて、駆動モーター36a,36b,36cを時計回り方向または反時計回り方向に回
転駆動させる。
【００２８】
　駆動モーター36a,36b,36cに装着された腹腔鏡用モニター20a,20b,20cは、モーター軸に
よる回転が可能なように、PDP(Plasma Display Panel), TFT LCD (Thin Film Transistor
 Liduid Crystal Display)のように、厚みが小さく軽い平形のモニターとするのが好まし
い。
【００２９】
　駆動モーター36a,36b,36cと腹腔鏡用モニター20a,20b,20cとを結合した一例の構成につ
いて、図５を参照して説明するならば下記のとおりである。
【００３０】
　腹腔鏡用モニター20aは、図２及び図３に示すように、全面に円形状の開口窓を有する
保護箱50に入れ、保護箱50の後部と一体に設けられた支持部54（図５）に、駆動モーター
36aを収納し、かつモーター駆動軸37を嵌め込む。モーター駆動軸37の先端は、腹腔鏡用
モニター20aに取り付けられた固定板58に締結固定する。ここで、支持部54の挿入孔にベ
アリング56を設置するので腹腔鏡用モニター20aの軸回転運動が円滑になる。
【００３１】
　保護箱50の背面部には、腹腔鏡用モニター20a,20b,20cの位置、高さ及び左右の傾斜角
度を調整可能なようにアーム部60が締結固定される。これによって保護箱50が固定された
状態を維持することができ、腹腔鏡用モニター20a,20b,20cだけを保護箱50内にて時計回
り及び反時計回りの方向に回転させることができる。上記アーム部60は、天井に設けるこ
とも、床面に設けることもできる。
【００３２】
　例えば、腹腔鏡用モニター20a,20b,20cは、床面から支持できるデスクトップ型(deskto
p type)で実現することもでき、天井面に取り付けられたアーム部60に吊り下げられるハ
ンガー(hanger type)型で実現することもできる。
【００３３】
　保護箱50の前面の開口窓54は、適正な大きさの円形状に設けられ、施術者が時計方向ま
たは半と径方向に腹腔鏡用モニター20a,20b,20cが回転する途中または回転した状態にて
、不安感を与えないようにし、画面に集中しやすいようにする。
【００３４】
　上記のように構成された本発明によると、主施術者6や補助施術者8,10は、モニター回
転操作部であるフットスイッチを用いて保護箱50内部の腹腔鏡用モニター20a,20b,20cを
時計回り方向または反時計回り方向に回して、自分を基準にしたモニター画面配置がなさ
れるようにすることができる。
【００３５】
　図６には、本発明の実施例によって、そのようなモニター画面配置とした状態を示す。
図６の(b)には、図２において１０時方向にいる補助施術者8が、自分を基準に画面が配置
されるように、腹腔鏡用モニター20bを反時計回り方向に回した状態を示す。この結果、
腹腔鏡用モニター20bの画面上に現れた補助施術者8の腹腔鏡用手術器具16が６時方向に配
置される。図６の(c)には、図２において２時方向にいる補助施術者10が自分を基準に画
面配置がなされるように腹腔鏡用モニター20cを時計方向に回した状態を示す。この結果
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、腹腔鏡用モニター20cの画面上に現れた補助施術者10の腹腔鏡用手術器具18が６時方向
に配置される。
【００３６】
　次に、本発明にしたがい、腹腔鏡用モニター上に映し出す映像を、画像処理で回転させ
てディスプレイする方式について、図７を参照して詳細に説明するならば下記のとおりで
ある。
【００３７】
　図７は、本発明の他の実施例であって、腹腔鏡用モニター上に映し出す画面映像を画像
処理でもって回転させるブロック構成図である。
【００３８】
　図７の構成は、図２～５の構成と類似であるが、腹腔鏡用モニター20a,20b,20cを回転
させるための構成要素である駆動モーター36a,36b,36c及び第１～３のモニター駆動部34a
,34b,34cがなく、また、図２及び図４に示された、開口窓を有する保護箱50もないという
点で異なっている。
【００３９】
　また、制御装置29A内の画像処理部30A及び制御部32Aの機能は、図２，図３及び図４の
制御装置29内の画像処理部30及び制御部32の機能とは、多少異なる。
【００４０】
　図７において、制御装置29Aは画像処理部30A及び制御部32Aからなり、コンソールボッ
クス(console box)の形態にて実現することができる。
【００４１】
　画像処理部30Aは、腹腔鏡部12にて撮影された映像を処理し、制御部32Aの画面回転角度
の制御に基づく撮影映像の回転がなされるように処理を行ってから、制御部32Aへと印加
する。制御部32Aは、画面回転操作部22a,22b,22cからの回転要求に対応する画面回転角度
の制御情報を画像処理部30Aに入力し、また画像処理部30Aから、回転角度の処理を行った
画面映像を、腹腔鏡用モニター20a,20b,20c上に表示されるように制御する。このように
回転角度の処理が行われた画面映像は、施術者自身が腹腔鏡用モニターを通して見る手術
装備のイメージと、施術者自身の手術装備の方向とがほとんど類似または一致するように
なっているので、施術者は楽に手術を行うことができる。
【００４２】
　また、制御部32Aは、腹腔鏡用モニター20a,20b,20cの画面上に円形状の有効可視窓70を
形成し、この有効可視窓70には、対応する映像が映し出されるように制御する。腹腔鏡用
モニター20a,20b,20cの画面において、有効可視窓70の外郭は、制御部32Aによって黒(bla
ck)領域として処理される。したがって、施術者は、有効可視窓70上に表示される映像を
見ることとなるので、画面映像の回転に対しても、安定感を感じることができる。
【００４３】
　上記のような本発明の他の実施例において、制御装置29Aをコンソールボックスとし、
市中に流通する既存の腹腔鏡手術用の医療装置に接ぎ合わせることができるので、すぐに
ても医療現場に適用することができる。
【００４４】
　上記の本発明の説明においては、具体的な実施例について説明したが、種々の変形が本
発明の範囲から逸脱せずに実施可能である。
【産業上の利用可能性】
【００４５】
　腹腔鏡手術のための医療装置に用いることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】通常の腹腔鏡手術時の様子の一例。
【図２】本発明の一実施例によるモニター装置の説明図（１）。
【図３】本発明の一実施例によるモニター装置の説明図（２）。
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【図４】本発明の一実施例によるモニター装置のブロック構成図。
【図５】図２の腹腔鏡用モニターの側断面図であり、駆動モーター36aと腹腔鏡用モニタ
ー20aとの組み合わせを示す。
【図６】本発明の一実施例によって、各施術者が、腹腔鏡用モニターについて、自分を基
準に画面配置されるように回転させておいたモニター画面の状態を示す図。
【図７】本発明の他の実施例によって、腹腔鏡用モニター上に映し出される画面映像を、
画像処理して回転させるブロック構成図。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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